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愛媛県新居浜警察署協議会会議録 

（令和６年度第３回） 

日

時 
令和７年２月10日（月曜日）午後２時50分～午後４時50分 

出
席
者 

１ 警察署協議会側 

会長以下11人 

２ 警察署側 

  署長以下11人 

議 
 

事 
 

概 
 

要 

１ 会長挨拶 

⑴ 警察活動に対する謝辞 

 ⑵ 積極的な意見交換の依頼 

２ 署長挨拶 

 ⑴ 警察活動の支援や協力に対する謝辞 

⑵ 諮問の概要説明 

３ 業務推進結果等の説明 

令和６年10月から令和７年１月までの業務推進結果及び令和７年２月

から令和７年５月までの業務推進計画について、各課長が説明した。 

４ 諮問及び答申 
 

諮問 答申 

令和７年新居浜

警察署業務目標

について 

「県民の期待と信頼に応えるための活動」の
うち被害者支援活動について、脚光を浴びる機
会は少ないかもしれないが、大切な活動である
ので熱意をもって活動に取り組んでほしい。 

テロ・災害対策について、先般もＪＲ車両内
での訓練を視察した。 
連携をとりスムースに犯人を制圧していた

が、繰り返し訓練を行うことでより練度が向上
すると思うので、継続して訓練を行ってほしい。 

犯罪抑止対策の一環として生活安全課少年係
員による小学生対象の情報モラル教室の出前授
業をしていただいたが、参加した児童にとても
好評であった。 

今後も子どもの SNS 上でのトラブル防止に努
めてほしい。 

 市民を交通事故から守る活動として、積極的
に交通規制（信号周期）の見直しをしてもらい
交通事情が改善している。 
引き続き規制の要否を判断しながら交通環境

の整備を図ってもらいたい。 
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議 
 

事 
 

概 
 

要 

５ 質疑・応答 
【委員】 

  非行防止標語コンテストの優秀作品についてどのように活用してい
るのか。 

 【生活安全課長】 
  児童生徒の名前は伏せたうえで、当署及び新居浜市のホームページ
に掲載しているほか、イベントで配付するチラシ等に掲載し、啓発活
動に活用している。 

  より効果的な活用法がないか、関係機関と協議してまいりたい。 
 【委員】 
  日勤制交番について説明があったが、説明に対する地元住民の反応
はどうか。 

 【地域調査官】 
  日勤制交番への移行については、先般、対象となる高津交番および
垣生警察官連絡所の臨時連絡協議会において説明を実施したところで
あるが、その際、日勤制に移行した後は、日中であれば、高津交番に
はいつ交番を訪問しても警察官がいるのかとの質問を受けた。 

  日勤制交番に移行した後は、一日当たりの勤務員の人数は増員見込
みであるが、パトロール活動、巡回連絡や突発の事件・事故への対応
など従来どおりの活動を行うことから、交番に常に在所していること
は難しいことをご理解いただきたい。 

 【副署長】 
  高津交番が受け持つ地域の方々には、日勤制交番への移行に伴い、
パトカー勤務員の体制充実による初動対応の強化も検討しており、パ
トカーや近隣の交番勤務員によるパトロール等、治安維持に万全を期
す考えであることを説明した。 
連絡協議会の委員からは、地域行事への警察官の積極的な参加等の

要望をいただいたので、これらを反映しながら、引き続き管内の治安
維持に努めてまいりたいと考えている。 

 【委員】 
  高津小学校前には朝７時30分から８時30分まで車両通行禁止の規制
がなされているが、違反車両が多く、児童の通学時間帯に危険を感じ
る場面が多い。 

  教員が見守り活動を行っている際にも教員を無視して通行止め区間
を通行していることもあるので、取締りを含む見守り活動をお願いし
たい。 

 【副署長】 
  小学校の見守り活動については、高津交番における問題解決活動に
位置付けることも検討し、引き続き、児童の安全・安心を確保してま
いりたい。 

 【委員】 
  外国人技能実習生が増加傾向にあり、今後も外国人の人口は増える

と予想されているが、警察において行っている外国人に対する取り組
みがあれば教えていただきたい。 

 【警備調査官】 
  外国人技能実習生が所属する企業等に出向き日本における基本的な
ルールや気を付けるべきことについて対面で指導しているほか、交通
課と連携して交通指導も行っている。 

  その他、外国人に対する生活指導等について要望があれば調整して
対応する。 
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 【委員】 
  小型モビリティの安全施策について教えてほしい。 
 【交通調査官】 
  小型モビリティには類型があり、 

      電動アシスト自転車と称して販売されている一般原動機付 
自転車 

      特定小型原動機付自転車 
 などは、見た目にあまり差異がなくても運転免許の有無や年齢制限な
ど乗車できる条件が異なるなど、判別が難しいことが課題である。 

  特定小型原付については運転免許は不要であり、安全な乗車方法や
ルールについて指導している。 

  電動アシスト自転車と称する原付については、自転車という名称が
ついているが原付に該当する物が多く、原付免許を取得していれば無
免許運転とはならないが、法に定められた、原動機付自転車として具
備すべき機構を備えておらず、適正な運行が難しいため一般道では乗
らないように指導している。 

 【委員】 

  愛媛県警察運営目標の推進事項の中に、「先端技術の活用」とある
が、新居浜警察署の推進事項の中には含まれていない。なぜか。 

 【警務課長】 
  先端技術の導入については、警察署単位で対応することが困難であ
るため、若手の早期育成と中高年職員の資質の向上により現場執行力
の強化を図り、広報・勧誘活動を推進して優秀な人材を確保して人的
基盤を強化することを署の推進事項とした。 

 【委員】 
  新居浜祭りの安全な実施を運営目標に含めてはどうか。 
 【署長】 
  新居浜祭典警備が当署の最大の懸案事項であることは認識してい
る。 

  しかし、実施の主体はあくまで各神社及びその氏子、地元自治会、
新居浜市であり、安全な祭典の実施のための申し入れは行っていく
が、主催者や参加者の安全な祭典への取り組みが重要である。 

  署としては不法行為の抑止・検挙に努めるなど祭典の安全な実施に
向けて主催者と協力してまいりたいと考えている。 
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新居浜警察署協議会開催状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

逮捕術訓練の視察状況 
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